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外来者の温泉資源の利用と意識特性に基づく湯けむり景観の保全に関する課題 
－重要文化的景観の保全活用に関する研究（その 2）－ 
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１ 研究の背景と目的 

鉄輪・明礬温泉地区（以下鉄輪・明礬とする）を対象

とした既往研究より，この地区に関わる人々は湯治宿の

経営，湯の花製造販売といった外来者をもてなす生業や

生活のために，温泉資源を利用し，現在の「湯けむり景

観」を成立していることが明らかとなった。また，当該

地区の景観を創出する住民の生活・生業を支える外来者

の温泉資源の利用は，「湯けむり景観」を形成する重要な

行為である。このことからも，「湯けむり景観」を保全す

るためには外来者の温泉資源の利用継続に関する課題を

明らかにすることが重要であるといえる。 
そこで，本稿その 2 では，外来者に関するアンケート

調査により，外来者の温泉資源利用の傾向及び重要文化

的景観に選定された事実の認知度を把握する。それらの

結果から，温泉資源の利用継続に関する課題を導出する

ことを目的とする。 
２ 研究方法 

本研究では，鉄輪・明礬における外来者の温泉資源の

利用傾向を把握するために，外来者を対象とし，アンケ

ート調査を行った。アンケート調査の実施概要は表1に示

す。また，調査項目は大きく3部分構成となっている（表

2）。第Ⅰ部分では外来者の属性・来訪目的等を尋ね，第

Ⅱ部分では外来者の温泉利用について「どのような温泉

資源を利用したか」を尋ねた。また，温泉資源を再び利

用するには，どのような「施設・工夫・サービス」があ

ると利用しやすいか等，温泉利用についての課題や要望

の自由記述欄を設けた。第Ⅲ部分では重要文化的景観の

認知度と効果的な周知方法を尋ねた。本稿では，第Ⅱ部

分と第Ⅲ部分を中心に論述する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ アンケート調査結果にみる外来者の温泉利用実態 

３－１ 外来者の温泉資源利用傾向 

表 3 に外来者の温泉資源の利用方法ごとの割合を示す。

鉄輪では，全ての年代で「温泉に入浴」の割合が最も高

く 55.6%である。次いで「地獄（観覧施設）に行った」

が 18.4%，「地獄釜を利用」が 14.1%である。明礬では

「温泉に入浴」の割合が最も高く， 66.9%である。次い

で「地獄（観覧施設）に行った」が 17.6%，「湯の花を購

入」が 8.8%である。このことから，鉄輪・明礬ともに，

「入浴」と「観覧」が温泉資源の主な利用であることが

わかる。また，鉄輪では「地獄釜を利用」，明礬では「湯

の花を購入」という利用は，それぞれの地区で特徴な温

泉資源の利用といえる。 

３－２ 観光地としての課題 
鉄輪・明礬における外来者の再び温泉資源を利用する

意見や要望は，計 106 件が挙げられ，これらの課題は大

きく５つに分類することができる（表 4）。鉄輪・明礬で，

「サービスの向上」に関する提案が最も多く，54.7%を占

めている。このことから，外来者は施設などのハードウ

ェアの充実よりも，利用しやすい環境をつくるためのサ

ービスの向上といった，ソフトウェアの充実を望んでい

ることがわかる。 
４ 外来者の重要文化的景観の周知 

４－１ 重要文化的景観の認知度について 
外来者のうち，重要文化的景観に選定されたことにつ

いて「知っている」と答えた人の割合は，鉄輪で 20.8%，

明礬で 19.6%であり，両地区ともに 20%程度に止まってい

る（表 5）。このことから住民への周知に加え，外来者へ

の情報発信も大きな課題であるといえる。 
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表 1 アンケート調査の実施概要 表 2 アンケートの内容構成 表 3 滞在中利用した温泉資源の用途 

20代未満 83.3% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 6
20代 44.9% 16.3% 2.0% 22.4% 4.1% 10.2% 49
30代 51.7% 16.7% 3.3% 20.0% 3.3% 5.0% 60
40代 58.1% 19.4% 0.0% 16.1% 3.2% 3.2% 31
50代 64.3% 7.1% 7.1% 17.9% 0.0% 3.6% 28
60代 58.8% 8.8% 8.8% 17.6% 0.0% 5.9% 34
70代 58.3% 16.7% 4.2% 12.5% 4.2% 4.2% 24
80代 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2
合計 55.6% 14.1% 3.8% 18.4% 2.6% 5.6% 234
20代 78.9% 0.0% 5.3% 15.8% 0.0% 0.0% 19
30代 52.6% 5.3% 10.5% 23.7% 5.3% 2.6% 38
40代 82.6% 0.0% 4.3% 13.0% 0.0% 0.0% 23
50代 81.8% 4.5% 4.5% 9.1% 0.0% 0.0% 22
60代 61.5% 3.8% 11.5% 19.2% 0.0% 3.8% 26
70代 50.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 6
80代 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1
合計 66.9% 2.9% 8.8% 17.6% 1.5% 1.5% 136

：当該回答者割合のうち最上位 ：当該回答者割合のうち上位3項目

鉄
輪

明
礬

地区 年齢

利用した温泉資源

温泉に入浴
[％]

地獄釜を利用
[％]

湯の花を購入
[％]

地獄（観覧施
設）に行った

[％]

温泉水を購入
（飲用・美容）

[％]

利用なし
[％]

合計（回答数）目的

外来者の滞在中の温泉資源

の利用実態と重要文化的景

観の認知度の把握

方法

両地区に訪れた観光客へイ

ンタビュー形式で街頭アン

ケートと，両地区の旅館に

アンケート調査票を設置

し，宿泊客にアンケートを

記入頂いた。

期間 平成25年12月～平成26年1月

対象
鉄輪・明礬温泉地区に訪れ

た観光客

回答部数
鉄輪温泉地区　158部

明礬温泉地区　102部

Ⅰアンケート記入者について

1．性別

2．年齢

3．滞在・訪問目的（一つのみ）

4．一緒に来られる人

5．滞在・訪問回数

6．滞在期間

7．住まい都道府県

8．交通手段（複数回答可）

Ⅱ滞在中の温泉利用について

1．利用した温泉資源（複数回答可）

2．温泉資源利用するための
    「もの・工夫・サービス」を自由記述

3．滞在中で印象に残ったもの（複数回答可）

Ⅲ重要文化的景観について

1．鉄輪・明礬の重要文化的景観
　 の選定を知っているか

2．効果的な周知方法（複数回答可）

日本建築学会大会学術講演梗概集 

（近畿） 2014 年 9 月 

 

―1131―

7521



 
*大分大学大学院工学研究科博士前期課程 

**大分大学工学部福祉環境工学科・助教 博士（工学） 

***大分大学 名誉教授・工学博士 

* Graduate Student, Oita University 

** Research Associate, Dept. of Architecture, Faculty of Eng, Oita University, Dr. Eng 

*** Prof. Emeritus, Oita University, Dr. Eng. 

20代未満 38.5% 7.7% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 7.7% 15.4% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 13
20代 26.7% 9.5% 7.6% 0.0% 21.0% 4.8% 16.2% 5.7% 5.7% 1.0% 1.9% 0.0% 72
30代 20.8% 10.7% 8.2% 1.9% 16.4% 5.7% 15.1% 6.9% 7.5% 3.1% 3.1% 0.6% 128
40代 28.3% 12.0% 7.6% 4.3% 14.1% 5.4% 7.6% 9.8% 6.5% 2.2% 2.2% 0.0% 85
50代 30.4% 14.1% 18.5% 1.1% 13.0% 2.2% 7.6% 7.6% 3.3% 1.1% 1.1% 0.0% 86
60代 24.5% 9.8% 15.7% 3.9% 12.7% 6.9% 11.8% 6.9% 3.9% 0.0% 2.9% 1.0% 69
70代 37.2% 7.0% 14.0% 2.3% 7.0% 2.3% 9.3% 9.3% 2.3% 7.0% 0.0% 2.3% 34
80代 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2
合計 26.8% 10.7% 11.0% 2.1% 15.0% 4.8% 11.8% 7.6% 5.6% 2.0% 2.1% 0.5% 608

：当該回答者割合のうち最上位 ：当該回答者割合のうち上位2項目

その他

周知の方法
合計

（回答数）テレビ ポスター 新聞 ラジオ
Web
サイト

口コミ 雑誌
イベントの開

催
まち歩き
ガイド

年齢 ツアー
ガイド

象徴的な
マーク

自由記述の内容 自由記述の内容

ホテルの中で地獄釜を利用できるようにする 自然にあまり手を加えないで残してほしい

化粧品として利用 昔ながらの街並み、建物を活かす

現在で十分だから現在のまま残っていてほしい 発電に利用する（2）

サウナ利用 床暖房、温泉熱を利用する

湯けむりを加湿用に利用する 温泉そのものの泉質を保つ

発電に利用する 温泉水を利用した飲食

温泉資源を料理に活用する 町中の共同温泉の開放

豊富な温泉と大きい風呂（露天風呂含む） 温泉

露天風呂

共同浴場

地獄釜を自由に使用できる場所 地獄釜を利用できる施設を増やす

無料の足湯の施設があるといい 足湯カフェ

このエリア全体や温泉街の歴史がわかるような資料館 別府温泉の歴史資料館

駐車場、道路の整備 安く泊まれる施設（食事不要、温泉のみ）

歩行者天国 脱衣所を広く設ける

公共交通の充実 坂道にエスカレーターを。老人には大変

行き方の示した案内板 駐車場が狭い（5）

子連れでも安心できる施設整備 駐車場の整備

いろいろな施設があればいい 広い駐車場、無料シャトルバス、案内の看板

喫茶店や休憩ができる場所（2）

ゆっくり寛いで毎日の疲れを癒す場所

脱衣所を清潔に、新しく 清潔であること

きれいな共同浴場があればいい 寝心地のいい布団、部屋を清潔にする

利用料金を安く 地獄蒸しを無料にする

各料金をHPに掲載してほしい 温泉巡りパス券

食べ物が高い 入浴湯手形のようなものがあればいいと思う

脱衣所のロッカーを無料で利用 温泉手形、何件か温泉に入れるサービス

料金、営業時間の明示 複数の温泉を回れるセット券[1000円で3か所回れる]

珍しいものを蒸していると食べてみたい 施設案内 温泉の効能が分かりやすく表示する（2）

おいしい夕食 夜食のサービス

食べ歩きが出来るものがあるといい 卵が高い

おしゃれなカフェで地獄蒸しプリン食べたい ドライヤーなどの設備の充実

タオルの貸出、アメニティなど手ぶらで立ち寄れるサービス(3) 良いタオルがあると利用しやすい

混浴の際に体を隠せるポンチョなどの貸出 パンフレット、地図、TEL,地元の人のお勧めのお店

レンタサイクル 案内図やお勧めマップがあるといい

地獄釜を順番待ちしないで使いたい 入りやすさ、インターネットの情報明示

飲用は飲むことの利点を示す フェリー乗り場からのバス案内

気軽に温泉資源を使えるようにする バスの路線がわかりにくいから訪れにくい

共同浴場の説明や立ち寄り可の浴場の説明を分かりやすく示す 道が一方通行が多く分かりにくい

くつろげればそれで良い 温泉ゆるきゃらグッズ

各共同温泉の特徴を分かりやすく示す ポスター、看板、口コミ

使用後の桶を裏返して、使い終わったことをわかりやすくする 蒸気の有効利用のアピール

新しいものがあると試してみたい

子連れにやさしいサービス

いろいろな場所で飲めるとうれしい、手軽感

エステ、ネイル、マッサージ

まち歩きのモデルコースをアドバイスする

立ち寄りで楽しめるコース

バス停の位置、時刻、ルートをホームページに載せる

道のり分数知りたい

看板を少し分かりやすく

ループマップを充実させてほしい

車の往来が多い

本で面白いと思った

旅番組で鉄輪を取り上げる

温泉に関係するお祭りやイベント 鉄輪別府温泉の一体化

地元の人とお話したい 雰囲気がいい

イベントを行う

(　)同じ意見の数

鉄輪温泉地区 明礬温泉地区

カテゴリー カテゴリー

資源の
利活用

温泉資源
資源の
利活用

自然・街並

温泉資源

施設整備

温泉施設

施設整備

温泉施設

交通

交通

その他

サービスの
向上

清潔さ

サービスの
向上

清潔さ

料金 料金

食事 食事

設備

レンタル

施設利用・
施設案内

宣伝方法

まち歩き

アクセス

宣伝方法

アクセス

イベントの開催 その他

４－２ 重要文化的景観の周知方法 

「湯けむり景観」が文化財であることを周知するため，

有効であると選択された方法を年代別に整理した（表 6）。
そのうち，最も多く挙げられた方法は「テレビ」で全体

の 26.8%を占め，全ての年代においても割合が最上位であ

る。次いで，「Web サイド」15.0%，「雑誌」11.8%である。 
 

 
 

 
 

 

また，年代間で傾向に差はあるものの，「イベントの開

催」7.6%や「まち歩きガイド」5.6%，といった体感や，

人を介して伝える手段の活用がどの年代でも挙げられて

いる。それらの手段も有効な周知方法であるといえる。 
５ 総括と今後の課題 
本稿（その 2）では，外来者におけるアンケート調査よ

り，温泉資源利用に関する課題を導出した。まず，鉄

輪・明礬における外来者の

温泉資源利用傾向として，

「温泉に入浴」と「地獄

（観覧施設）に行った」が

中心であった。さらに，温

泉資源の利用継続の課題と

して，施設などのハードウ

ェアの充実よりも，利用し

やすい環境を得るためのサ

ービスの向上を望んでいる

ことが明らかとなった。ま

た，外来者の重要文化的景

観の認知は低いが，有効な

周知の方法として，「イベ

ントの開催」や「まち歩き

ガイド」といった体感や，

人を介して伝え手段の活用

が一定の割合で確認され，

効果的であることが明らか

となった。本稿（その 2）
では，温泉資源利用に関す

る課題を明らかにしたが，

「湯けむり景観」保全の方

向性までは明らかとされて

いない。今後は，これらの

結果をもとに，専門家や地

域団体が協力し，「湯けむ

り景観」保全の方向性や具

体的な保全方針を検討する

必要がある。 
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表 6 外来者の挙げた有効な周知方法 

表 4 温泉資源の利用継続における課題と提案 

表 5 重要文化的景観の認知度の割合 

知っている 知らない

回答数 26 99 125
割合 20.8% 79.2% 100.0%

回答数 20 82 102
割合 19.6% 80.4% 100.0%

回答数 46 181 227
割合 20.3% 79.7% 100.0%合計

合計
重要文化的景観に選定された事実の認知

明礬

鉄輪
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